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群数列の考え方
～典型的な 3間からコツを学ぼう～

驚巫 舗 盈∬… ク属器L_…
②最初から数えて〇〇番目にある数字は,第何群の何番目の数字か?それは何か?

③各群の和を求めるには?

ということです そのためには,第 π群の様子を正確に把握することが重要になってきます

もっと突き詰めていうと,第 π群の最初の数がもとの数列の第何番目になるのか?が分かれば,あ る程度

のことはたいてい解決します

Pointく (第 π群の把握の仕方

まずは,第 1群～第 π-1群の間に全部で何個あるのかを数える

そうすれば,第 π群の最初の数がもとの数列の第何番目になるのかがわかる

また,第 π群の最後の数は,第 π+1群の最初の数字の 1個手前と考えると便利である

〔阿υ九田□日 自然数の列を,次のように 1個
,

112,314,5,6,718,9,10,

(1)第 η群の最初の自然数を求めよ

(2)500は第何群の第何項か

(3)第 π群にあるすべての自然数の和を
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であることを示 します 元の数列が単なる自然数の

列なので,第 κ-1群の最後の数が 2η
 l-1であるこ

とが分かり,さ らに,第 η群の初めの数は,第 η-1群

の最後の数の次の数だから,(2η
 l-1)+1=2η  l

いずれにしても,典型的な問題を通して,や り方に慣れることが大切です 以 卜の3間でコツをつかもう
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この配列をしっかり見て,規則性を手巴握 します π段目にはどのような数が並んでいるのでしょうか ?

まず各群の最初の数に注目すると
,

20, 21, 22, 23, ….

なので,第 π群日の最初の数が 2η
 lで あることは

すぐに分かります しかしながらこれはあくまでも

予想に過ぎません

問題文で与えられた条件は 「1個 ,2個 ,4個 ,

・  , 2η
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, ¨ の順に分ける」ということな

ので,こ の情報 しか使ってはいけないのです
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したがつて,予想ではなく数学的に正しく論証す

るには,第 1群～第 π-1群の終わりまでに合まれ
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になることが確かめられます

第 π群の最初の数が 2η
 lに なることが分かる

と,第 ″群の最後の数も分かります なぜなら,第

π+1群の最初の数は,221の πのかわりにπ+1
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次に,500が第何群の何番目なのかを調べるには

カンでテキ トーにやるしかありません つまり第 π

群の最初の数が 2π
 lで ,第 η+1群の最初の数が

2η ですから,

500が第 η群に存在する
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と考えてこの不等式を満たす πを求めます
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500<2π とした方がスッキリして

良いと思います ″■は !!

求め方は,具体的にπにいろいろ数字を代入し

て,少 しずつ探していくのです

考え方 前間が小間の誘導付だったのに対 して
,

今回はノーヒントで第 100項を求めよという問題

しかも自分で群に分けねばなりません あとは,先

ほどと同様に, まずは第 π群の様子を調べ,第 100

項が第何群の何番目に存在するのかを調べます

今回の数はすべて平方数なので,平方数に直し

て,群数列は群ごとに縦書きをするという鉄則に

従って書きならべてみよう

を代入して,2"に なるので,そ の 1つ 手前 と考え

て,2η -1に なります これで,第 π群の様子が完

全に掌握できました
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第 9群の最初の数は28=256な ので,

500-256+1=245よ り, 5001ま 245番 目|こ 存

在することがわかりました

最後に,第 π群にあるすべての自然数の総和は,

等差数列の和の公式より,
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この配列をしっかり見て
,

先ほどの問題とは違って
,

規則性を把握 します

第 π群の様子は簡単に

田醍霞 数列 1,1,4,1,4,9,1,4,9,16,1,4,9,16,25,1,… … がある この数列の第 100

項および初項から第 100項までの和を求めよ

と考えて,こ の不等式を満たす ηを求めます


